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088 第２編　基本計画

Ⅰ　競争力のある力強い産業の振興

１ 新たな成長産業の育成

２ 未来を拓く起業チャレンジへの支援

３ 産学官連携によるものづくり産業の高度化

４ 企業立地の促進

５ 中小企業の振興

６ デザインの振興と活用

７ 商業・サービス業の振興と賑わいのある
まちづくり

８ 雇用の確保と人材の育成

９ 環日本海・アジアなど海外ビジネス展開の
促進

10 農業生産の振興

11 森林の整備と林業の振興

12 水産業の振興

Ⅱ　環日本海・アジア新時代に向けた
　　交流・物流ネットワークの形成

13 北陸新幹線の整備促進と新幹線駅を核とした
交流拠点づくり

14 空港・港湾の充実など交流・物流ネットワー
クの形成

15 利便性の高い道路ネットワークの整備

16 情報通信基盤の充実と活用

Ⅲ　活力あるまちづくりと観光の振興

17 快適で活力ある魅力的なまちづくり

18 中心市街地の賑わいの創出

19 選ばれ続ける観光地づくり

20 国際観光の推進

21 富山のブランド力アップ

Ⅰ  政策体系

活力とやま

第1節
政策の体系
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政
策
の
体
系

Ⅰ 政策体系

Ⅰ　未来を創る子育て支援と教育の充実

１ 家庭・地域・職場における子育て支援

２ 学校、家庭、地域で取り組む子どもの
成長支援

３ 子どもの可能性を引き出し才能や個性を
伸ばす教育の推進

４ 子どもの健やかな成長を支え元気を創造する
教育の推進

５ 大学教育・学術研究・科学技術の振興

６ 生涯をとおした学びの推進

７ ふるさとを学び楽しむ環境づくり

Ⅱ　一人ひとりが輝く多彩な県民活動の
　　推進

８ 芸術文化の振興

９ 多様な主体による社会貢献活動の推進

10 若者の自立促進とチャレンジ支援

11 男女共同参画の推進と女性の能力の発揮

12 元気な高齢者の活躍の場の拡大

13 人権を尊重し心がふれあう地域社会の形成

14 グローバル社会における地域づくり・
人づくり

Ⅲ　ふるさとの魅力を活かした地域づくり

15 交流人口の拡大、定住・半定住の促進

16 自然、歴史、伝統文化など地域の魅力の
継承・再発見

17 地域の個性を活かした景観づくり・
まち並みづくり

18 農山漁村の活性化

19 豊かな森づくり・花と緑の地域づくり

Ⅰ　いのちを守る医療・福祉の充実と
　　健康づくり

１ 地域の保健・医療・福祉の連携強化と
共生社会の形成

２ 医療提供体制の充実

３ 健康づくりと疾病対策の推進

４ 高齢者福祉の充実

５ 障害者福祉の充実

６ 食の安全確保と地産地消・食育の推進

７ スポーツの振興

Ⅱ　次世代へつなぐ豊かで快適な環境の
　　保全とエネルギー対策の推進

8 循環型社会と低炭素社会づくりの推進

9 自然環境の保全

10 生活環境の保全

11 水資源の保全と活用

12 多様化、効率化を通じたエネルギー需給の
安定確保

Ⅲ　災害に強い県土づくりと
　　安全・安心な生活の確保

13 生活交通の確保

14 住生活の向上

15 雪に強いまちづくり

16 県土保全の推進

17 防災・危機管理体制の充実

18 地震防災対策の充実

19 防犯・交通安全対策の推進による安全な
まちづくり

20 消費生活の安全の確保

未来とやま 安心とやま
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政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標
Ⅰ  競争力のある力強い産業の振興
1 新たな成長産業の育成
　新たな時代に対応し、高いものづくり技術や
産業集積などの富山県の強みを活かしてイノ
ベーションが次々と起こり、県内企業が新たな
成長産業への参入に挑戦していること。

●医薬・バイオなどの健康関連産業の育
成（ライフイノベーション）

●環境・エネルギー関連産業の育成（グ
リーンイノベーション）

●先端ものづくり産業の育成（航空機産
業、ロボット産業など）

●バイオ関連商品の年間売上高
●医薬品生産金額
●機械・金属の製造品出荷額

2 未来を拓く起業チャレンジへの支援
　起業にチャレンジする県民が増えるととも
に、多様な起業家が生まれ、成長し、国内外で
意欲的に事業展開していること。

●起業マインドの醸成と起業家の育成
（潜在・準備期）
●事業資金や販路開拓への支援（スター
トアップ期）

●販路拡大への支援（成長期）

●年平均新設事業所数
●とやま起業未来塾修了生創業済者数
（うち海外進出者）

3 産学官連携によるものづくり産業の
高度化

　産学官共同研究や大学等から企業への技術移
転により、様々な分野において新技術や新商品
が数多く開発、実用化されるとともに、本県の
ものづくり技術が高度化し、産業の競争力が強
化されていること。

●産学官連携体制の強化
●産学官共同研究開発の促進
●知的財産の活用
●開放型研究施設・設備の充実
●ものづくり技術を支える人材（研究者・
技術者）の育成

●年間産学官共同研究件数
●年間特許出願件数（うち産学官共同研
究の成果から生まれた特許出願件数）

●国等の競争的研究開発資金の新規獲得
数（累計）

4 企業立地の促進
　企業の立地環境が一層充実し、成長性が高く
地域経済の発展に貢献する企業が、数多く富山
県に進出してきていること。

●魅力的な企業立地環境の整備
●積極的な企業誘致活動の展開
●県内立地企業に対する総合的な支援

●工場立地件数（暦年）
●立地企業の投資額
●立地企業の新規雇用者数

5 中小企業の振興
　本県産業を支える中小企業が、社会の変化に
伴う新たなニーズに的確に対応し、柔軟性を発
揮しながら、活発に企業活動を展開しているこ
と。

●中小企業支援体制の充実･強化
●新事業展開への支援
●資金面の支援
●海外における販路開拓支援
●人材の育成と確保への支援
●伝統産業等地域に根ざした産業の振興

●県内中小企業（製造業）の付加価値額
●経営革新計画の承認企業のうち付加価
値額が年平均３％以上上昇した企業の
割合

●県中小企業支援センターにおける支援
中小企業のうち支援の効果があった割
合

6 デザインの振興と活用
　デザイン性に優れ、高機能で、消費者の感性
に合致した製品が数多く開発され、販路が開拓
されていること。

●デザインを切り口とした魅力的な商品
の共同開発と販路開拓

●デザイン交流の促進
●デザイン意識の啓発と人材育成の充実
強化

●「富山プロダクツ」選定商品件数(累計)
●意匠出願件数

7 商業・サービス業の振興と賑わいの
あるまちづくり

　地域の特色を活かした魅力あふれる商店街が
賑わっているとともに、様々な分野において新
しいニーズに対応したサービス業が活発に展開
されていること。

●地域の個性を活かしたまちの賑わいづ
くり

●魅力ある商店街づくり、商店街の再生
●商業者の経営革新への支援
●新たなニーズに対応したサービス業の
振興

●小売業の年間商品販売額
●中心市街地の歩行者通行量
●年平均新設事業所数のうちサービス業
の数

8 雇用の確保と人材の育成
　意欲と能力に応じた多様な雇用の機会の確保
と、本県産業の発展を支える人材の育成が図ら
れ、誰もがいきいきと働いていること。

●魅力ある雇用創出と雇用の安定
●Ｕ・Ｉターンの推進
●若者の就業支援
●働く人に応じた多様な就業の促進
●個性と能力を活かす職業能力開発
●安心して働ける雇用環境の整備

●若者の県内への定着率
●就業率
●30歳から34歳の女性の就業率
●訓練生（離転職者）の就業率

9 環日本海・アジアなど海外ビジネス
展開の促進

　新たなビジネスチャンスを求めて、県内企業
の環日本海・アジア地域などでのビジネス展開
や販路開拓が進むとともに、幅広い分野で取引
が活発になり、国際的な物流ネットワークや経
済交流が拡大していること。

●海外ビジネスにおけるサポートの充実
●海外ビジネス・通商貿易の拡大・強化
●経済交流・物流ネットワークの整備・
充実

●富山県ものづくり総合見本市の商談件
数

●伏木富山港及び富山空港における貿易
額

10　農業生産の振興
　意欲ある担い手により、消費者ニーズに対応
した安全で高品質な県産農産物が、安定して供
給されていること。

●農業生産力の強化と食料自給率の向上
●意欲ある担い手の育成・確保
●優良な農業生産基盤の確保
●競争力のある農産物生産に向けた技術
の開発と普及

●農業産出額
●食料自給率
●担い手による経営面積割合（面積）
●法人経営体数
●高品質な米の生産割合
●新規需要米作付面積
●１億円産地づくり指定産地の販売額
●エコファーマー認定者数

Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

活力とやま
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政
策
の
体
系

Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標

11　森林の整備と林業の振興
　地域林業の担い手により、持続可能な森林経
営が行われているとともに、県産材等の林産物
や木材製品が安定的に供給されていること。

●健全な人工林の育成と生産基盤の整備
●県産材の供給体制の強化と木材の需要
拡大

●担い手の確保・育成と森林組合等の経
営基盤の強化

●県産材素材生産量
●森林整備延べ面積（累計）
●公共建築物の木造率
●林業就業者数

12　水産業の振興
　富山湾及びその周辺海域の多様な水産資源が
持続的に利用され、豊かな食生活を支える安全
で良質な水産物が供給されていること。

●資源管理型漁業の推進
●安全で良質な水産物の安定供給
●「富山のさかな」のブランド化と高付
加価値化

●担い手の育成確保と経営基盤の強化
●漁港の機能充実

●沿岸漁業の漁獲量
●生鮮魚介類の１人当たり購入量
●栽培漁業対象魚種（ヒラメ）の漁獲量

Ⅱ  環日本海・アジア新時代に向けた交流・物流ネットワークの形成
13　 北陸新幹線の整備促進と新幹線駅

を核とした交流拠点づくり
　北陸新幹線や新幹線駅からの交通ネットワー
クにより、新幹線駅を核とした交流拠点が形成
され、人の交流が活発になっていること。

●北陸新幹線の整備促進
●新幹線駅、駅周辺及びアクセス道路の
整備促進

●新幹線駅と並行在来線を含めた鉄軌
道・バスとの乗継ぎの円滑化

●官民一体となった開業対策の推進

●富山駅周辺の歩行者通行量（休日）
●鉄軌道・バスの利用率

14　 空港・港湾の充実など交流・物流
ネットワークの形成

　環日本海地域やアジアの交流・物流拠点とし
て、空港・港湾機能やネットワークの充実が図
られ、国内外との人、モノの交流が活発になっ
ていること。

●富山空港の機能の充実
●伏木富山港等の機能の充実
●環日本海・アジアにおける物流ネット
ワークの充実

●富山空港における外国人入国者数
●伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数

15　 利便性の高い道路ネットワークの
整備

　高速道路から身近な生活道路に至るまで、安
全で快適な道路ネットワークが形成され、人、
モノの交流が活発になっていること。

●高速道路ネットワーク等の整備と活用
●地域の活力を育む幹線道路や身近な生
活道路の整備

●既存道路施設の長寿命化や災害に強い
道路ネットワークの形成

●高速道路の利用しやすさ
●道路の走りやすさ割合

16　情報通信基盤の充実と活用
　あらゆる分野において情報通信技術を利活用
し、いつでもどこでも誰でも、情報の取得・発
信や各種の手続き・取引が行えるとともに、様々
なサービスを享受できること。

●超高速ブロードバンドの全県的整備の
促進

●あらゆる分野における情報通信技術の
徹底した利活用による県民生活の利便
性の向上

●情報通信技術の利活用による新しい豊
かなライフスタイルの形成

●上下100Mbps以上の超高速ブロード
バンドサービスの世帯カバー率

●ブロードバンドサービスを利用してい
る世帯の割合

Ⅲ  活力あるまちづくりと観光の振興
17　 快適で活力ある魅力的な
 　まちづくり
　地域の個性を活かし、都市機能が適正に集積、
配置された、快適で活力ある魅力的なまちが形
成されていること。

●計画的な活力あるまちづくり
●便利で快適に安心して暮らせるまちづ
くり

●地域の個性を活かした魅力あるまちづ
くり

●市街地の道路網密度
●都市公園の面積
●汚水処理人口普及率
●まちづくりに関する住民協定等の件数

18　 中心市街地の賑わいの創出
　中心市街地に、居住、商業、業務、文化、福
祉など多様な機能が集積され、賑わいが創出さ
れていること。

●まちなか居住など中心市街地への都市
機能の集積

●中心商店街の賑わいづくりへの支援
●交通手段の充実とまちの回遊性の向上

●中心市街地の年間商品販売額
●中心市街地の歩行者通行量
●中心市街地の整備地区数

19　 選ばれ続ける観光地づくり
　魅力ある観光資源を活かした観光地づくりや
おもてなし環境の整備が進み、多くの観光客が
繰り返し訪れ、滞在していること。

●富山らしい魅力の創出
●都市景観や芸術文化などを活用した新
たな名所づくり

●戦略的な観光ＰＲの推進
●広域観光の推進
●官民一体、県民こぞってのおもてなし
環境の整備

●コンベンションの誘致

●宿泊者数
●観光客入込数（暦年）
●コンベンション参加者数

20　 国際観光の推進
　本県の観光の魅力が国際的に認識され、年間
を通じて、海外の様々な国・地域から、多くの
観光客が訪れていること。

●国・地域ごとの観光ニーズに応じた誘
客戦略

●多言語に対応した受入・おもてなし体
制の整備

●広域観光ルートの確立

●外国人宿泊者数（暦年）

21　 富山のブランド力アップ
　富山ならではの優れた商品・サービスや食の
魅力が、「とやまブランド」として広く認知され、
評価が高まっているとともに、地域のイメージ
や好感度が向上していること。

●富山の代表的商品･サービスのブラン
ド力の維持･向上

●ブランド化に向けた新たな商品・サー
ビスの育成

●「食のとやまブランド」の確立
●戦略的な富山の魅力発信
●富山の地域イメージの定着･向上

●「明日のとやまブランド」育成支援対象
に選定された品目数

●ふるさと認証食品の商品数
●県内に自信をもって誇れるものがたく
さんあると思う人の割合
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政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標
Ⅰ  未来を創る子育て支援と教育の充実
1 家庭・地域・職場における
 子育て支援
　すべての子どもを持ちたいと願う人が、家庭
や地域、職場の人々に支えられながら、安心し
て子どもを生み、育て、子どもを持つ喜びを実
感できること。

●子育て家庭に対する支援
●地域における子育て支援
●母と子の保健医療等の充実
●仕事と子育ての両立支援
●子育て支援の気運の醸成

●保育所入所待機児童数
●病児・病後児保育事業実施箇所数
●延長保育実施保育所数
●休日保育実施保育所数
●育児休業取得率
●一般事業主行動計画を策定・届出済み
の中小企業数（累計）

●合計特殊出生率

2 学校、家庭、地域で取り組む
 子どもの成長支援
　子どもたちが、虐待・いじめなどの人権侵害
を受けることなく、健やかに成長しているとと
もに、学校・家庭・地域の連携・協力のもと、
基本的な生活習慣や社会性を身につけ、豊かな
人間性を育んでいること。

●子どもの権利と利益の尊重
●子どもの健全な育成と地域の教育力の
充実

●家庭の教育力の向上
●県民みんなで育てる教育の推進

●いじめの認知件数（千人当たり）
●里親委託率
●子どもの地域活動体験率
●放課後子ども教室等を実施している小
学校区の割合

●家や図書館で１日10分以上読書する
児童生徒の割合

●子どもの教育において、家庭が役割を
果たしていると思う人の割合

3 子どもの可能性を引き出し才能や
 個性を伸ばす教育の推進
　子どもたちが、知識・技能を身につけるとと
もに、それを基盤としながら、自らの可能性を
発揮して、未来を切り拓いていく力を育む教育
が行われていること。

●確かな学力の育成
●社会で活きる実践的な力の育成
●教員の資質向上
●私立学校教育の振興

●授業が分かると答える生徒の割合
●インターンシップ等体験率

4 子どもの健やかな成長を支え元気を
創造する教育の推進

　子どもたちが、豊かな心を身につけ、たくま
しく生きるための健やかな体を育む教育や、特
別な支援が必要な子どもが、自立し、社会参加
するための力を育む教育が行われていること。

●豊かな心と健やかな体の育成
●少人数教育と校種間連携の推進
●魅力と活力ある学校づくり
●特別支援教育の充実

●いじめの認知件数（千人当たり）
●運動に取り組む児童の割合

5 大学教育・学術研究・科学技術の
 振興
　大学等の高等教育機関を中核として、個性豊
かで創造的な人材育成の拠点や国内外に発信す
る学術研究の拠点が形成されているとともに、
高等教育機関と連携した地域振興の取組みが幅
広く進められていること。

●国立・私立大学等の教育研究体制の充
実支援

●産学官連携による科学技術の振興
●高等教育機関による地域連携の取組み
への支援

●県と高等教育機関との連携強化
●県立大学の教育研究体制の充実
●高等教育機関の国際交流の促進

●県内における全国規模以上の学会開催
数

●競争的資金の獲得状況
●県内高等教育機関における県内企業と
の共同研究件数

●外国人留学生数

6 生涯をとおした学びの推進
　すべての世代の県民が、それぞれの目的、ニー
ズや社会の新たな課題に応じて、自由に学習の
機会や場を選択して学ぶことができること。

●多様な学習活動の支援
●県民の学習を支える基盤整備
●キャリアを磨く実践的な学びの推進

●１年間に生涯学習を行ったことがある
人の割合

●生涯学習の人口１０万人当たり年間開
催講座数（うち民間講座数）

●県内高等教育機関の大学院における社
会人の数

7 ふるさとを学び楽しむ環境づくり
　県民一人ひとりが、ふるさとの自然、歴史・
文化、産業等について学び、理解を深めること
により、ふるさとへの誇りと愛着を育んでいる
こと。

●学校におけるふるさと学習の推進
●家庭、地域、企業等におけるふるさと
学習の振興

●高
こ

志
し

の国
くに

文学館を拠点としたふるさと
文学の振興

●将来の夢や目標をもっている子どもの
割合

●子どもの地域活動体験率
●県内に自信をもって誇れるものがたく
さんあると思う人の割合

Ⅱ  一人ひとりが輝く多彩な県民活動の推進
8 芸術文化の振興
　県民一人ひとりが幅広く芸術文化に親しみ、
身近な活動に参加するとともに、世界に誇るこ
とのできる芸術文化が創造・発信されている
こと。

●文化活動への幅広い県民の参加
●質の高い文化の創造と世界への発信
●文化と他分野の連携

●芸術文化に親しむ機会が充足されてい
ると思う人の割合

●県立文化ホールの利用率
●文化に関する国際交流事業数（派遣、
招聘別）

9 多様な主体による社会貢献活動の
 推進
　ＮＰＯやボランティアが幅広い人々の参加の
もと、地域づくりや公共サービスの新たな担い
手として、様々な分野において活発に活動して
いること。

●ボランティア活動の推進
●地域貢献に取り組むNPOの活動基盤
の充実

●ＮＰＯと行政との協働の推進
●多様な主体が公共サービスを担う環境
づくり

●ボランティア活動者数
●災害救援ボランティアコーディネー
ター登録者数

●ＮＰＯ法人認証数（累計）
●ＮＰＯと県との協働事業数

Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

未来とやま
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Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標

10　若者の自立促進とチャレンジ支援
　若者が社会の一員として自立しているととも
に、元気な職場づくり・地域社会づくりの中心
となって、いきいきと活躍していること。

●若者の自立支援
●若者の社会参加の促進
●生命を尊び家族を形成する心を育む環
境づくりの推進

●若者の就業率
●デュアルシステム訓練の受講者数

11　男女共同参画の推進と女性の
 　能力の発揮
　男女を問わず、個性と能力を十分に発揮する
機会が確保されるとともに、経済・社会の活性
化に向けて女性の意欲と行動力が最大限に活か
されていること。

●政策・方針決定過程への女性の参画の
促進

●家庭・地域における男女共同参画の推
進

●働く場における男女共同参画の推進と
女性のチャレンジ支援

●男女間の暴力の根絶と人権の尊重

●女性の管理職比率
●審議会等における女性委員の割合
●男女の地位の平等感

12　元気な高齢者の活躍の場の拡大
　元気な高齢者が、年齢にとらわれることなく、
その意欲と能力に応じて、生涯を通じて活躍す
ることができ、職場や地域社会において積極的
な役割を担っていること。

●高齢者の意欲や能力に応じた就業・起
業支援

●高齢者の社会活動への参加の促進
●子ども・若者など異世代との交流の促
進

●高齢者の生涯学習や生涯スポーツの推
進

●65歳から69歳の就業率
●シルバー人材センター会員の就業率
●地域社会で活動する高齢者の人数
●健康寿命
●介護を必要としない高齢者（65～ 74
   歳）の割合

13　 人権を尊重し心がふれあう
 　地域社会の形成
　誰もが互いの人権や多様な価値観を尊重し、
相互の信頼や連帯感のもと自立意識の高い地域
社会が形成されていること。

●人権や思いやりの心を大切にする教
育・啓発の推進

●ＤＶ、児童虐待、いじめなど人権課題
への対応

●開かれた県民意識の醸成
●地縁組織、ＮＰＯなど地域コミュニ
ティ活動の促進

●いじめの認知件数（千人当たり）
●近所の人にあいさつをする児童生徒の
割合

●地域活動に参加している人の割合

14　 グローバル社会における
 　地域づくり・人づくり
　外国人にとっても県民にとっても暮らしやす
い地域づくりが進んでいるとともに、環日本海
地域やアジアをはじめとする各国地域との幅広
い交流・協力のもと、グローバルに活躍する人
材が集い、育っていること。

●多文化共生の地域づくり
●グローバルに活躍する人材の積極的な
受入れ・育成と活用

●多様な国際交流・協力活動への支援

●日本語ボランティア養成者数
●外国人留学生数
●青年海外協力隊及びシニア海外ボラン
ティアの派遣者数

●国際理解出前講座の開催回数

Ⅲ  ふるさとの魅力を活かした地域づくり
15　 交流人口の拡大、定住・半定住の

促進
　首都圏をはじめとした大都市圏等との交流人
口が拡大し、ＵＩＪターンなどの県内への移住
や、季節滞在などの半定住（交流居住）が増大
していること。

●定住・半定住の舞台としての富山の魅
力発信

●交流人口の拡大に向けた取組み
●定住・半定住ニーズの掘り起こしと体
験機会の提供

●受入体制の整備と定住・半定住後の支
援

●富山県への県外からの転入者数
●富山県での定住・半定住に関する相談
件数

●県情報を希望する登録者数

16　 自然、歴史、伝統文化など地域の
魅力の継承・再発見

　県内各地域において育まれてきた自然、歴史
や伝統文化などの魅力を発掘、再発見するとと
もに、さらに磨き上げ、次の世代へ継承する活
動が活発に行われていること。

●地域の魅力の発掘・再発見の促進
●地域の良さや魅力を磨き上げる活動へ
の支援

●伝統文化の保存・継承
●歴史・伝統文化など地域の魅力を活か
したまちづくり・賑わいづくり

●地域の魅力づくりに取り組むNPO法
人数

●県内に自信をもって誇れるものがたく
さんあると思う人の割合

●地域文化に関係するボランティア活動
者数

17　 地域の個性を活かした景観づくり・
まち並みづくり

　豊かで美しい自然景観や田園景観が守り育て
られ、良好な都市景観づくりが行われるととも
に、歴史や文化を活かしたまち並みづくりが進
められていること。

●歴史・文化など地域の個性を活かした
景観づくり

●美しい沿道景観づくり
●県民参加の景観づくり活動への支援

●景観づくり住民協定の締結件数（累計）
●良好な景観形成が必要な道路の無電柱
化率

●地域の景観を美しいと思う人の割合

18　 農山漁村の活性化
　かけがえのない自然、新鮮で安全な食、伝統
文化、自然エネルギー等の地域資源の活用や、
都市住民との交流などにより、個性豊かな魅力
ある農山漁村が形成されていること。

●豊かな地域資源の保全・管理
●中山間地域の活性化
●都市との交流の推進

●農村環境の保全を目指す集落数
●農林漁業等体験者数

19　 豊かな森づくり・花と緑の
 　地域づくり
　県民の参加により、豊かで多様な「とやまの
森」が整備・保全されているとともに、四季折々
の花と緑が満ちあふれた快適な生活環境が形成
されていること。

●多様な森づくりの推進
●とやまの森を支える人づくりの推進
●県民緑化運動の推進と花と緑あふれる
地域づくり

●里山林の整備面積（累計）と整備率
●混交林の整備面積（累計）と整備率
●県民参加による森づくりの年間参加延
べ人数

●無花粉スギ植栽面積
●花と緑の指導者数
●花と緑のグループ等が育成する花壇数
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政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標
Ⅰ  いのちを守る医療・福祉の充実と健康づくり
1 地域の保健・医療・福祉の連携強化
と共生社会の形成

　高齢者、障害者、子どもなど県民だれもが、
住み慣れた地域でいきいきと健康に生活でき、
共に支え合う共生社会が形成されていること。

●県民の保健・福祉意識の高揚
●在宅医療・介護の推進
●地域ぐるみで支え合う仕組みづくりの
推進

●多様な保健・福祉ニーズに対応できる
人材の養成・確保

●利用者本位のサービスの提供と利用者
保護の充実

●生活環境のバリアフリーの推進

●訪問看護ステーション数
●ケアネット活動の取組み地区数
●富山型デイサービス施設設置数
●日常生活自立支援事業契約件数
●市街地ゆとり歩道割合

2 医療提供体制の充実
　すべての県民が、けがや病気の状況に応じて、
　必要なときに安心して質の高い、患者本位の
医療を受けることができること。

●医療サービス提供体制の整備
●医療サービスネットワークの強化と医
療安全の確保

●医師や看護職員、薬剤師などの人材の
養成確保と資質の向上

●医薬品、血液等の安定供給と安全性の
確保

●災害拠点病院、救命救急センターの耐
震化率

●医師数
●小児科医数
●産婦人科・産科医数
●看護職員数

3 健康づくりと疾病対策の推進
　望ましい生活習慣の実践や適切な疾病対策な
どにより、県民一人ひとりが心身ともに健康な
生活を送っていること。

●運動習慣の定着
●望ましい食生活への改善
●こころの健康づくり
●総合的ながん対策の推進
●周産期保健医療体制の整備
●感染症など各種疾病対策の推進

●健康寿命
●運動習慣のある人の割合
●量、質ともにきちんとした食事をする
人の割合

●自殺死亡率
●がん死亡率
●成人の喫煙率
●ＮＩＣＵの病床数
●乳児死亡率

4 高齢者福祉の充実
　高齢者が健康で生きがいのある生活を送り、
できるだけ住み慣れた地域で安心して暮らし続
けられること。

●高齢者の健康・生きがい対策の推進
●介護サービスの充実
●在宅と施設のバランスのとれた介護
サービス基盤の整備

●認知症高齢者対策の推進

●介護を必要としない高齢者の割合
●小規模多機能型居宅介護事業所数
●特別養護老人ホーム待機者数

5 障害者福祉の充実
　障害の有無にかかわらず、すべての人が相互
に人格と個性を尊重しながら支え合うととも
に、障害者一人ひとりが住み慣れた地域で自立
した日常生活や社会生活を営んでいること。

●地域での自立と社会参加の促進
●サービス提供体制の充実
●多様な障害に対する対応
●障害者の雇用・就労の促進

●ホームヘルプサービス利用者数
●生活や就労に必要な訓練や介護などの
「日中活動を支援する事業所」利用者数
●グループホーム・ケアホーム利用者数
●障害者雇用率達成企業割合

6 食の安全確保と地産地消・食育の
 推進
　安全な食品が供給され、誰もが食品の安全性
に関する情報を適時的確に入手することができ
るとともに、県民自らが地場産食材を積極的に
活用し、「食」に関する知識と理解を深めている
こと。

●食品の安全性に関する情報の受発信
●食品の安全性の確保と適正な表示の推
進

●県民ぐるみの地産地消の推進
●富山の食に着目した食育の推進

●食品表示が適正な店舗の割合
●学校給食での地場産食材使用割合
●児童生徒の朝食欠食割合
●栄養バランスの改善度合

7 スポーツの振興
　県民一人ひとりが、それぞれの体力や年齢、
興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、い
つまでもスポーツに親しむことができるととも
に、本県の選手が全国や世界の檜舞台で活躍し
ていること。

●県民がスポーツに親しむ環境づくり
●学校等における体育・スポーツの充実
●全国や世界の檜舞台で活躍できる選手
の育成

●スポーツを支える人材の養成及び活用
●プロスポーツと連携した地域の魅力づ
くり

●総合型地域スポーツクラブへの加入者
数

●児童の体力・運動能力の平均値
●国民体育大会、全国高等学校総合体育
大会及び全国中学校体育大会における
上位入賞数

●スポーツ指導者数

Ⅱ  次世代へつなぐ豊かで快適な環境の保全とエネルギー対策の推進
8 循環型社会と低炭素社会づくりの
 推進
　県民一人ひとりが、廃棄物の排出抑制や循環
的利用などに積極的に取り組むとともに、温室
効果ガス排出量の削減に向けた行動を実践して
いること。

●廃棄物の排出抑制、循環的利用等の推
進

●温室効果ガス排出量の削減
●環境教育の推進と環境保全活動の拡大
●技術開発と調査研究の推進

●一般廃棄物再生利用率
●産業廃棄物減量化・再生利用率
●世帯当たりのエネルギー消費量の削減
率 

●事業所ビル等の延床面積当たりのエネ
ルギー消費量の削減率

9 自然環境の保全
　自然に対する理解が深まるとともに、生物多
様性の確保や、人と自然との共生の取組みが進
み、豊かで美しい自然が保全されていること。

●自然保護思想の普及啓発
●自然とのふれあい創出
●自然環境保全活動の推進
●生物多様性の確保
●人と野生鳥獣との共生

●ナチュラリストとジュニアナチュラリ
ストの認定者

●ライチョウ生息数（立山地域）
●里山林の整備面積（累計）と整備率

Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

安心とやま
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Ⅱ 政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標

政策及び政策目標 主　な　施　策 県民参考指標

10　生活環境の保全
　多くの県民の実践により、きれいでさわやか
な大気、豊かで清らかな水など安全で健康的な
生活環境が確保されていること。

●環境の状況の把握や環境汚染の未然防
止

●環境改善対策の推進
●県民等による自主的な環境保全活動の
展開

●環日本海地域における環境保全
●イタイイタイ病の教訓の継承と発信

●大気環境基準の達成率
●水質環境基準の達成率
●汚水処理人口普及率

11　水資源の保全と活用
　空から山、平野、川等を経て富山湾に至る水
の循環と県民の諸活動との調和が図られ、水資
源が有効に活用されるとともに、地域に根ざし
た水文化が継承されていること。

●水源の保全と涵養
●小水力発電など水資源の有効利用と多
面的活用

●水環境の保全
●水を活かした文化・産業の発展

●森林整備延べ面積（累計）
●地下水揚水量の適正確保率
●小水力発電所の整備箇所
●水文化に関する活動に取り組んでいる
団体数

12　 多様化、効率化を通じたエネルギー
需給の安定確保

　豊かな県民生活や活発な産業経済活動を支え
るため、多様なエネルギー源のベストミックス
（最適な組み合わせ）や省エネルギー構造への転
換により、エネルギー需給の安定が図られてい
ること。

●再生可能エネルギーの導入促進による
エネルギーの多様化

●エネルギーの効率的な活用
●エネルギー関連技術の研究開発などグ
リーンイノベーションの加速化

●小水力発電所の整備箇所
●世帯当たりのエネルギー消費量の削減
率

●事業所ビル等の延床面積当たりのエネ
ルギー消費量の削減率

Ⅲ  災害に強い県土づくりと安全・安心な生活の確保
13　生活交通の確保
　県民の生活を支える身近な公共交通サービス
が安定的に確保され、高齢者、障害者など誰も
が安全で快適に移動できること。

●地域公共交通の維持活性化
●人にやさしい公共交通サービスの推進
●並行在来線の安定経営と利便性確保

●鉄軌道・バスの利用率
●旅客輸送分担率
●パークアンドライド駐車場設置鉄道駅
数

●低床バス導入割合

14　住生活の向上
　耐震性やバリアフリー性能等を備えた地球環
境にもやさしい住まいで、それぞれのライフス
テージに応じて豊かな住生活が営まれているこ
と。

●住宅の耐震化、バリアフリー化、省エ
ネルギー化等の促進

●住宅市場の環境整備と住宅セーフティ
ネットの充実

●まちなかや散居村等田園地域の住環境
の整備

●本県の気候・風土、伝統・文化と調和
した住環境の整備

●持ち家比率
●住宅の延べ床面積
●住宅の耐震化率
●高齢者が居住する住宅のバリアフリー
化率

15　雪に強いまちづくり
　降積雪時においても、県民生活に支障がなく、
産業経済活動が円滑に進められるとともに、豊
かな雪の文化が継承・創造されていること。

●雪害のないまちづくり
●雪害防止対策の推進
●雪の文化の継承と創造

●冬期走行しやすさ割合
●地域ぐるみ除排雪を推進している地区
数

●雪に関する催しの認知度

16　県土保全の推進
　水害や土砂災害などから県民の生命や財産を
守るための施設等が整備され、災害に強い県土
が形成されていること。

●治山・治水・土砂災害対策の推進
●津波・高波・海岸侵食対策の推進
●市街地等の浸水被害を軽減する総合的
な浸水対策の推進

●公共施設の計画的・効率的な維持管理
の推進

●河川整備率
●土砂災害危険箇所の整備率
●海岸整備率

17　防災・危機管理体制の充実
　県民一人ひとりが、高い防災意識を持ち、地
域での防災力が向上しているとともに、火災や
自然災害はもとより、原子力災害、大規模テロ
や新型感染症等の新たな危機が万一発生した場
合への備えが整えられていること。

●災害に強いまちづくり
●消防体制の充実
●自主防災組織の充実等による地域防災
力の向上

●災害に対応できる人づくりをはじめと
する防災拠点施設の充実

●総合的な危機管理体制の整備

●自主防災組織の組織率
●気管挿管及び薬剤投与が可能な救急救
命士数

●消防団員数
●出火率

18　地震防災対策の充実
　地震災害に備えた施設整備や体制づくりが進
み、県民の生命、身体及び財産が守られている
とともに、地震災害発生時には、速やかで的確
な応急対策や復旧・復興対策が行われる体制が
整備されていること。

●震災予防対策の推進
●地震に強い県土・まちづくり
●震災応急対策の充実
●震災復旧・復興対策の充実
●地震に伴う原子力災害対策の充実

●津波ハザードマップの作成市町（沿岸
９市町）

●県立学校の耐震化率
●住宅の耐震化率
●災害拠点病院、救命救急センターの耐
震化率

19　 防犯・交通安全対策の推進による
安全なまちづくり

　犯罪や交通事故の発生しにくい環境づくりが
進み、県民が安全で安心して暮らすことのでき
る社会が実現していること。

●地域ぐるみの防犯活動の推進
●防犯活動を支える幅広い人材育成
●児童等の安全の確保
●交通安全対策の推進
●警察機能の充実

●犯罪発生率
●交通事故の発生件数・死者数

20　消費生活の安全の確保
　県民誰もが、消費者トラブルに巻き込まれず、
また、医薬品の安全性などに不安を感じること
なく、安心して生活を送っていること。

●安全・安心な消費生活の実現
●医薬品や危険物の安全性の確保
●衛生的な生活環境の確保

●消費生活相談解決率
●自主衛生管理に関する講習会（食の安
全アカデミー）の受講者数（累計）
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新たな時代に対応し、高いものづくり技術や産業集積などの富山県の強み
を活かしてイノベーションが次々と起こり、県内企業が新たな成長産業へ
の参入に挑戦していること。

政策目標
政策の目指すべき成果

現状と課題

取組みの基本方向

●本県の産業構造は、全国と比べて生産額、就業人口とも第２次産業の割合が高
く、医薬品などの化学やアルミなどの金属、機械工業を中心に日本海側屈指の
工業集積を形成しています。また、県がこれまで積極的に推進してきたバイオ、
深層水などの分野では、研究開発や事業化が概ね順調に進展しています。

●しかしながら、近年、中国やロシア、インド等の新興国が著しい経済成長を遂
げ、国際競争がますます激化するとともに、少子高齢化のさらなる進展や東日
本大震災を契機としたエネルギー問題などの新たな課題への対応が必要となっ
ています。

●本県の高いものづくり技術や産業集積を活かして、高精度・高付加価値化を実
現する基盤技術であるナノテクノロジーの研究開発を推進するとともに、健康
関連、環境・エネルギー、先端ものづくり等の分野において、新たな成長産業
を育成します。

●健康関連分野では、「世界に羽ばたく“薬都とやま”」の実現に向け、躍進著し
い医薬品産業の振興に取り組みます。また、「ほくりく健康創造クラスター」
の研究成果を活かした新しい診断機器等の開発やバイオ関連技術の事業化を支
援し、医薬工連携による医療機器等の開発を促進します。

1
医薬・バイオ
などの健康関
連産業の育成
（ライフイノ
ベーション）

●大学や薬事研究所を活用した産学官連携の推進、世界の薬都スイス・バーゼルとの
交流などによる、製造技術力・製剤開発力の強化と世界市場への展開を見据えた医
薬品産業の振興

●医薬・福祉分野とものづくり分野の関係者のネットワーク構築による、医療機器等
の研究開発のための医療現場のニーズとものづくり企業の技術シーズのマッチング
など、医薬工連携の取組みへの支援

●深層水を活用した新商品の開発や販路開拓の支援など、深層水関連産業の振興と「富
山の深層水」ブランドの確立

2
環境・エネル
ギー関連産
業の育成（グ
リーンイノ
ベーション）

●産学官関係者のネットワーク化や新技術の研究開発などによる次世代自動車関連産
業への参入の支援

●マイクロ水力発電装置など再生可能エネルギー関連技術や商品の開発支援
●蓄電池、燃料電池、次世代自動車などスマートコミュニティを形成するために必要
となる技術の開発支援や、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したエネルギー管理シス
テムの開発支援など、スマートコミュニティ関連産業の振興

●再生可能エネルギー関連企業の機械設備導入に対する支援

主 な 施 策

活　力

1 Ⅰ 競争力のある力強い産業の振興

新たな成長産業の育成

Ⅲ  各政策の読み方

●「第１編総論」で描いた「富山県の目指すべき将来像」を実現するために、60の「政策」とその「目
標｣を設定します。

●この60の各政策ごとに、各々の｢政策目標」を達成するための｢主な施策」、「県民等に期待す
る主な役割」等を記載しています。

●県民の視点から見た「10年後の
県民生活の目指すべき姿」を目
標として設定しています。

政策目標

●各「政策目標」の達成にあたっ
て踏まえるべき現状や、解決す
べき課題を記載しています。

現状と課題

●｢政策目標｣達成のための取組み
の基本方向を示しています。

取組みの基本方向

●「政策目標｣達成に向けて、｢県」
が取り組む重点的な施策･事業
を記載しています。

●県の各部局横断的に記載してい
ます。

主な施策
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Ⅲ 各政策の読み方

101第２章　基本政策

活
力
と
や
ま

1 

新
た
な
成
長
産
業
の
育
成

Ⅰ 競争力のある力強い産業の振興

県民等に期待する主な役割

●講演会やフォーラムへの参加等に
よる成長産業の育成に対する理解

●県内製品・サービスの積極的消費
と利活用

県　民

●地域資源を活用した新技術・新
製品の開発や新分野への進出

●産学官連携による共同研究
●企業間連携の強化

企　業

●地域の特色を活かした成長産業の
育成・支援

●各種産業情報の収集、提供

市町村

●産学官連携による共同研究
●地域に貢献し、国内外をリード
する人材の育成・供給

大　学

●企業の新技術・新製品開発、
事業化などの総合的な支援

●産学官連携による共同研究

産業支援機関
（新世紀産業機構）

■医薬・バイオなどの健康分野

抗体作製用細胞チップ 深層水関連商品

■先端ものづくり分野

ロボットハンド用超薄型フレキシブル触覚セ
ンサ

ウォータージェットマシン 癒し系ロボット「パロ」　ⓒ産総研

産学官連携による富山オリジナルブランド医
薬品の開発。第１弾「パナワン」、第２弾「越撰
（エッセン）」

県民参考指標

指標名及び指標の説明 概ね５年前 現　況
2016（H28）年度、2021（H33）年度の姿

2016（H28）年度 2021（H33）年度 目標設定の考え方

バイオ関連商品の
年間売上高
県内企業のバイオ関連
商品・事業の年間売上
高

18.6億円
2006（H18）

45.9億円
2010（H22） 70億円 90億円

「ほくりく健康創造クラ
スター」の研究成果を活
かした商品開発が進めら
れるとともに、販路開拓
による売上高の増加が見
込まれることから４億円
程度/年の増加を目指す。

医薬品生産金額
県内において製造され
た最終製品（医薬品）
の生産金額

2,636億円
2005（H17）

4,737億円
2010（H22） 6,600億円 7,500億円

受託製造の推進やジェネ
リック医薬品の使用促進
等により、直近４か年の
全国平均を上回る伸率で
の増加を目指す。

● 施策の展開を具体的に表すイ
メージ写真やイラスト等を掲載
しています。

イメージ写真等

● ｢政策目標｣達成に向けて、｢県以外の各
主体｣に期待する役割を示しています。

● ｢県｣の取り組む｢主な施策｣と合わせて、
｢政策目標｣の達成を目指します。

県民等に期待する主な役割

●｢政策目標｣を具体的にイメージ
するための参考となる指標（成
果指標：県民生活にどのような
成果がもたらされたのかを示す
指標）を記載しています。

●｢政策目標｣の達成状況の検証に
あたっては、これらの指標や定
性的な実績をもとに、総合的に
検証します。

県民参考指標
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